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図 3 築地市場(筆者撮影) 
 
図 4 聖ルカ礼拝堂(筆者撮影) 





























































図 5 看板建築(筆者撮影) 












図 6 錆びたトタン 
 
 




































                                                 
10ジェイン・ジェイコブズ（1916～2006）：アメリカのノンフィクション作家。ジャーナリスト。郊外都
市開発などを論じ、また都心の荒廃を告発した運動家でもある。 














図 8 東京大空襲の被害地図 







                                                 

















































                                                 
13フリーデンスライヒ・フンデルトヴァッサー（1928～2000）：オーストリアの芸術家、画家、建築家。 



















図 11 岩谷晃太 「交わる軌道」 高知麻紙 岩絵具 215.0×170.0cm 2018年 
                                                 


































                                                 

























                                                 
18ベンガル地方：ガンジス川とブラマプトラ川下流のデルタ地帯。 














図 14 アルタミラの洞窟壁画 BC12000年頃 酸化鉄を原料とした顔料で描かれている。 























図15 エドゥアルド・チリーダ 「Peine del Viento XV」「風の櫛 XV」鉄 1976年 














図 16 酸化する前の原型(左からブリキ、鉄、銅、真鍮) 
 
 




























 図 19金属の錆から抽出した画        図 20 自作品「線とトンネル」部分 
 
 









図 22 アンディ・ウォーホル「酸化絵画」 メタリック塗料 ミクストメディア 198×519.5cm 1978年 
 
















                                                 
27アンディ・ウォーホル(1928～1987)：アメリカの画家。版画家。ポップアートの芸術家。 










図 23 岩谷晃太 「自画像」 麻紙、岩絵具 65,1×53,0cm 2016年   
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第 2章 絵画表現への利用 
 
















図 24 ミロのヴィーナス 石膏像 東京藝術大学取手校地(筆者撮影) 
                                                 
29ミロのヴィーナス：古代ギリシャで制作された彫刻の女性像。ルーヴル美術館所蔵。 
30清岡卓行（1922～2006）：詩人、小説家。法政大学名誉教授。 































                                                 
32柳宗悦（1889～1961）：民藝運動を起こした思想家、美学者、宗教哲学者。 







































                                                 






















                                                 




図 29 「中山寺阿弥陀如来像」 補修前      図 30 「中山寺阿弥陀如来像」補修後 
      平安時代末期                  補修箇所に適切な古色付けが施 
                              されている。 
 






































図 31 ピエロ・デラ・フランチェスカ 「聖シジモンドとシジモンド・パンドルフォ・マラテスタ」  
フレスコ 257×345cm 1451年 
                                                 
39有元利夫著『有本利夫 女神たち』 美術出版社 1981年 116頁。 




図 32 有元利夫 「送る夜」 キャンバス 油彩 116.7×90.9cm 1983年  
 
 
図 33 岩谷晃太 「鳥と太陽」 雲肌麻紙 岩絵具 100.0×100.0cm 2017年 
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図 34 「柴庵」 16世紀 東京国立博物館蔵  
 











































図 37 「馬蝗絆」 13世紀 東京国立博物館蔵 
                                                 
46伊藤東涯（1670～1736）：江戸中期の儒学者。伊藤仁斎の長男で私塾古義堂の二代目当主。 
47伊藤東涯著『馬蝗絆茶甌記』 1727年 東京国立博物館蔵  




















                                                 
49ダニエル・アーシャム（1980～）：アメリカ、オハイオ州生まれの芸術家。 




























図 40 自作品「線とトンネル」制作途中 
 
 





























                                                 





図 42 ペインティングナイフ 筆者撮影 
 
 
図 43 自作品「線と線」部分 
ペインティングナイフの跡。下地の絵具の色を露出させている。 
 





























第 3章 提出作品「線と軌道」解説 
 
















































































図 47 アンゼルム・キーファー 「ジークフリートのブリュンヒルデへの困難な道」 
 写真 アクリル絵具 書物 62×42×10㎝ 1977年 
 
 
図 48 アンゼルム・キーファー 「鉄道」 

























                                                 


































                                                 
55郡司正勝『古典芸能 鉛と水銀』 西澤書店 1975年 57頁。 


































































第 3節 提出作品「線と軌道」解説 
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